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Ａ．研究目的 

パーキンソン病関連疾患を含めた神経筋

変性疾患の研究使用目的を前提とした生

前の臨床・生化学データおよび死後脳組織

の蓄積を行うため、開頭剖検の生前同意シ

ステムの確立ならびに臨床・生化学データ

レジストリ、ブレインバンクの構築を目的

とする。 

Ｂ．研究方法 

すでに構築しているパーキンソン病関連

疾患レジストリを用いて生前の臨床・生化

学データの経時的な蓄積を継続するとと

もに、大阪大学医学部附属病院に通院する

神経変性疾患患者に生前同意システムを

広く周知し、本人同意のもと症例登録を行

う。生前同意を得た症例が亡くなった際、

遺族より開頭剖検の同意を得て神経病理

診断を行うとともに半脳組織を凍結保存

する。生前同意の登録目標は 3 年で 50 例

とする。 

（倫理面への配慮） 

本研究は大阪大学医学部附属病院 倫理審

査委員会の承認のもと行う。臨床・生化学 

データの蓄積、剖検生前同意のいずれにお

いても本人へのインフォームド・コンセン

トの上で文書での同意を取得する。また、

死後剖検については改めて家族に諮り文書

での同意取得の上で行う。 

Ｃ．研究結果 

昨年度に引き続き、パーキンソン病（PD）

の臨床・生化学データレジストリ、ブレイ

ンバンクの構築と、幻視・認知障害を含め

た非運動症状の解析を行った。 

a パーキンソン病関連疾患レジストリにお

いて 6 年間でのべ 900 症例（2021 年 3 月

時）の臨床データを蓄積し、100 例余の経時

フォロー症例を収集した。同レジストリを

用いて幻視に関する解析を行い、内側前頭

前野と左紡錘状回の機能的結合低下がパレ

イドリア錯視と相関することを明らかにし

（NPJ Parkinson disease 2021）、パレイド

リア課題時の前頭葉ネットワーク変化を明

らかした（Brain connectivity 2021）。さら

にレジストリデータを活用した共同研究も

成果を挙げている（Br J Radiol. 2022, Sci 

Rep. 2022）。 

研究要旨：パーキンソン病関連疾患を含めた神経筋変性疾患の研究使用目的を前提と

した生前の臨床・生化学データおよび死後脳組織の蓄積を行った。同レジストリを用い

た幻視研究では、パレイドリア錯視と内側前頭前野-左紡錘状回間の機能的結合低下が

相関し、パレイドリア課題時の前頭葉ネットワークが変化することを明らかにした。死

後脳組織についても生前同意の登録を進めるとともに 31 例の開頭剖検を行い、神経変

性疾患の病理背景を報告した。 
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b また、生前同意システムについて当学倫

理委員会承認の承認を得て同意取得を開

始した。関連病院との連携構築について

は、神経病理ネットカンファレンスシステ

ムを当学および刀根山病院に導入した。 

c 上記生前同意システムのもと 31 例の解

剖例にて半脳凍結保存を行い、希少な神経

変 性 疾 患 の 病 理 背 景 を 報 告 し た

（ Neuropathology 2021, Neuropathology 

2022）。 

Ｄ．考察 

生前の詳細な臨床データの蓄積と生前同

意システムの構築はブレインバンクおよ

び今後の研究に必須のプラットフォーム

である。本研究においてパレイドリア錯視

に関連する脳ネットワークを明らかにす

るとともに、生前情報および死後脳組織を

用いて表現型-病理連関を明らかにした。さ

らに共同研究でもレジストリで蓄積され

た臨床データが有効活用された。 

Ｅ．結論 

臨床データレジストリを用いて幻視の病

態に前頭葉が関連することを明らかにし

た。生前データの解析だけでなく、生前同

意システムを確立したことにより、神経変

性疾患の開頭剖検率が向上し、今後、病理

背景を含めた検討が期待される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

分担研究報告書のため該当せず 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 

 


